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啓発事業アンケート結果

【項目別評定調書Ⅰ－（１）－②】

○北方領土問題教育委員会関係者現地研修会

（本研修会への参加結果について） （主な意見・感想）

 ①大変有意義だった 87.3%

 ②有意義だった 12.7%

 ③有意義ではない 0.0%

  ④どちらとも言えない 0.0%

⑤無回答 0.0%

○北方領土ゼミナール

（本ゼミナールへの参加結果について） （主な意見・感想）

 ①大変有意義だった 80.0%

 ②有意義だった 10.0%

 ③有意義ではない 0.0%

  ④どちらとも言えない 0.0%

⑤無回答 10.0%

○北方領土問題に関する全国スピーチコンテスト
（※）教育者会議審査員に対するアンケート結果

（学校現場における北方領土教育を促進するうえでの意義） （主な意見・感想）

 ①大変有意義だった 60.9%

 ②有意義だった 34.8%

 ③有意義ではない 0.0%

  ④どちらとも言えない 2.2%

⑤無回答 2.2%

○北方領土問題教育者会議全国会議

（本会議への参加結果について） （主な意見・感想）

 ①大変有意義だった 49.0%

 ②有意義だった 49.0%

 ③有意義ではない 0.0%

  ④どちらとも言えない 0.0%

⑤無回答 2.0%

北方領土を身近に感じ、現地の方のお話を聞くことで、領土に関する学習
の大切さをより一層認識することができた。
「北方領土教育を充実させるため教育委員会として出来ること」をテーマ
にしたミニ協議会では、他県の指導主事の方の取組やアイデアを聞くこと
ができ、とても参考になった。
北方領土問題を他人事から自分事にできる教育プログラムを考えて聞きた
いと強く思った。
学んだことは、まずは課内に確実に周知した上で、高校教育課、教育研修
課、教育支援課とも共有していきたい。

・

・

・

・

元島民の方のお話は心を揺さぶられ、他の人にも伝えていかなければいけないと
思った。
現地に行くことで、問題の根深さ等が伝わり、まだまだ知らないことがたくさんある
ことに気付かされた。
たくさんのことを考えるきっかけを得ることができた。これからは学ぶ側ではなく、伝
える側として北方領土問題に関わっていくという意識がとても強くなった。

・

・

・

政府説明については、最新の国際情勢や国の動向について情報を得られ、
この会議に参加している意義を感じた。教育実践については、地域によっ
て実態は異なるものの、自分の地域であれば、どのように推進していけば
いいのかということを考えながら聞くことができ、大変参考になった。
「教育委員会との連携・協力の実例と実施に向けた取組やきっかけ作りに
ついて」をテーマにしたミニ協議会では、他府県の実情を聞かせてもらう
事ができてとても有意義であった。
教育委員会、知事部局、学校現場のそれぞれが北方領土に対しての認識をしっ
かりと持ち連携することが必要だと改めて感じた。
他県の取組に触れることができ、自県に戻り、還元していきたい。

・

・

・

・

中学生ならではの瑞々しい考え、訴えに刺激をもらったので、１名でも多く生徒の
参加を増やしたい。
自分自身、学びや気付かされることがあるスピーチが多く、また各種研修に参加し
た意義が十分に感じられる内容であった。
現場の教員としても、学習したことから作文につなげることも、もっと広めなくては
いけないと感じた。

・

・

・
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啓発事業アンケート結果

【項目別評定調書Ⅰ－（１）－②】

○北方領土青少年等現地視察事業
（※）参加した青少年に対するアンケート結果

（参加して北方領土問題に対して関心が深まったか） （主な意見・感想）

①大変深まった 90.1%

②少し深まった 4.5%

③深まっていない 0.5%

④無回答 5.0%

【項目別評定調書Ⅰ－（１）－③】

○四島交流事業等使用船舶『えとぴりか』一般公開

（参加して北方領土問題に対する理解・関心が深まったか） （主な意見・感想）

①深まった 44.1%

②やや深まった 47.7%

③どちらとも言えない 4.7%

④あまり深まっていない 2.8%

⑤まったく深まっていない 0.3%

⑥未回答 0.3%

（※）四捨五入の関係から合計値は必ずしも一致しない。

北方領土が日本固有の領土であることがよりしっかり認識できました。
北方問題について理解も深まり、楽しく学習できました。
いつもは全く気にしていなかった事ですが、まだ問題は解決していないと
改めて気づきました。
本日語り部講話をしてくれた方が、娘と同じ年齢の方で、しっかりと交流
事業に行かれた時の事を、今の年齢の子らしい目線で報告しておられてす
ごく伝わってきました。
北方領土というと歴史の教科書で見たことがあるくらいの感覚だったが、
今回の展示等を見て日本人の生活が確かにそこにあったということを強く
実感した。

・
・
・

・

・

今回の視察事業で、自分が見たことや感じた雰囲気、考えたことを両親や友達な
どの身近な人から話す。
元島民の方のお話など、インターネットで調べてもでてこないようなとても貴重な話
を聞くことができたので、1人でも多くの人に島民の方の思いや主張を伝えていき
たい。
研修に行ったことを無駄にせず作文として自分の意見を伝える。教科書の内容だ
けでなく自らがこの問題について考えるのが大切だと思う。

・

・

・
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県民会議による県民大会、研修会・講演会等

○県民会議による県民大会等の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 参加者数
（※）

開催場所 派遣講師

1 岩手県
令和６年度北方領土返還要求
岩手県大会

R7.2.3 130名 あえりあ遠野「交流ホー
ル」

下斗米　伸夫（神奈川大学　特
別招聘教授）

2 宮城県
第43回「北方領土の日」宮城
県東松島集会

R7.2.7 440名 東松島市コミュニティー
センター

位髙　やよい（外務省ロシア課
課長補佐）

3 山形県
第41回北方領土返還要求山形
県民大会

R6.11.25 84名 ホテルシンフォニー 角鹿　泰司（元島民歯舞諸島出
身）

4 茨城県
令和７年北方領土返還要求茨
城県民大会

R7.2.14 250名 常総市生涯学習センター 七星　NANASE（元島民３世、女
子プロレスラー）

5 栃木県
令和６年度（第43回）北方領
土の返還を求める県民のつど
い

R7.2.9 200名 コンセーレ 大ホール
－

6 埼玉県
第40回北方領土返還要求埼玉
県民大会

R7.2.13 55名 あけぼのビル（さいたま
市）

山田　吉彦（東海大学海洋学部
教授）

7 千葉県

北方領土返還要求運動千葉県
民大会

R6.11.11 58名 ホテルプラザ菜の花（千
葉市）

土橋　隼（外務省ロシア課）
角鹿　泰司（元島民歯舞諸島出
身）

8 東京都
第42回北方領土の返還を求め
る都民大会

R7.2.3 147名 京王プラザホテル 兵頭　慎治（防衛省防衛研究所
研究幹事）

9 神奈川県
第38回北方領土返還要求運動
神奈川県民大会

R6.11.1 188名 横浜情報文化センター６
階　情文ホール

山田　淳子（元島民２世、写真
家）

10 新潟県

令和６年度北方領土返還要求
運動新潟県民会議 総会・県
民大会

R6.7.20 40名 万代シルバーホテル 山田　吉彦（東海大学海洋学部
教授）

11 長野県
第44回北方領土返還要求長野
県民大会

R7.2.5 164名 オンライン開催 角鹿　泰司（元島民歯舞諸島出
身）

第42回北方領土返還要求富山
県大会

R6.8.31 180名 パレブラン高志会館カル
チャーホール －

令和７年「北方領土の日」記
念大会

R7.2.8 120名 ボルファートとやま 上月　豊久（前駐ロシア特命全
権大使）

13 石川県
北方領土早期返還要求石川県
民大会

R6.8.21 300名 石川県地場産業振興セン
ター本館　大ホール

山田　吉彦（東海大学海洋学部
教授）

14 福井県
２月強調月間　北方領土を考
える県民のつどい

R7.2.10 113名 福井県交流会館　多目的
ホール

湯浅　剛（上智大学ロシア語学
科長）

15 静岡県
北方領土返還要求静岡県民大
会

R7.2.3 70名 アクトシティ浜松コング
レスセンター

得能　宏（元島民色丹島出身）

16 愛知県
北方領土の返還を求める県民
のつどい

R7.2.1 91名 栄ガスホール 兵頭　慎治（防衛省防衛研究所
研究幹事）

17 滋賀県

2025「北方領土の日」県民の
つどい

R7.2.4 233名
（51名)

滋賀県立男女共同参画セ
ンターG-NETしが　大
ホール

石川　一洋（北方領土問題有識
者）

18 京都府
北方領土返還要求第43回京都
府民大会

R7.2.8 150名 京都ガーデンパレス 岡部　芳彦（神戸学院大学教
授）

19 大阪府
令和７年「北方領土の日」祈
念大阪府民大会

R7.2.7 548名 大阪市中央公会堂 山田　吉彦（東海大学海洋学部
教授）

20 兵庫県
令和７年「北方領土の日」記
念県民大会

R7.2.11 120名 アリストンホテル神戸 山田　吉彦（東海大学海洋学部
教授）

21 奈良県

北方領土返還要求運動奈良県
民会議　第39回県民大会

R7.2.15 170名 なら歴史芸術文化村　芸
術文化体験棟　文化村
ホール

兵頭　慎治（防衛省防衛研究所
研究幹事）

22 和歌山県
第44回北方領土返還要求和歌
山県民大会

R7.2.13 200名 御坊市民文化会館　小
ホール

湯浅　剛（上智大学ロシア語学
科長）

23 鳥取県
北方領土返還要求運動鳥取県
民大会

R7.2.2 109名 とりぎん文化会館　第１
会議室

岡部　芳彦（神戸学院大学教
授）

12 富山県
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県民会議による県民大会、研修会・講演会等

24 島根県
竹島北方領土返還要求運動島
根県民大会

R7.2.22 360名 島根県民会館 ―

25 岡山県
第43回北方領土返還要求岡山
県民大会

R7.2.12 130名 さん太ホール 兵頭　慎治（防衛省防衛研究所
研究幹事）

26 広島県
第41回北方領土返還要求広島
県民大会

R7.2.4 141名 広島県民文化センター 山内　聡彦（元NHK解説委員）

27 香川県

令和７年北方領土の日関連事
業～伝えていこう！北方領土
～

R7.2.15 131名 香川県社会福祉総合セン
ター ―

28 高知県
２月７日北方領土の日高知県
民集会

R7.2.1 40名 高知商工会館
―

29 福岡県
令和７年北方領土返還促進福
岡県民集会

R7.2.16 171名 ホテルニュープラザ久留
米

石川　一洋（北方領土問題有識
者）

30 佐賀県

令和６年度 北方領土返還要
求佐賀県民運動「北方領土返
還要求佐賀県民集会」

R7.2.16 284名 唐津市文化体育館　文化
ホール ―

31 長崎県
令和７年北方領土返還要求長
崎県民集会

R7.2.18 119名 長崎県市町村会館 岡部　芳彦（神戸学院大学教
授）

32 大分県
令和７年北方領土返還要求大
分県民大会

R7.2.4 50名 ホテル日航大分オアシス
タワー

名越　健郎（拓殖大学海外事情
研究所教授）

33 宮崎県

令和６年度「北方領土に幸せ
を！」北方領土返還要求宮崎
県民集会

R7.2.2 84名 日向市中央公民館

―

34 鹿児島県
令和６年度北方領土返還要求
鹿児島県民集会

R7.2.7 84名 ホテル・レクストン鹿児
島

石川　一洋（北方領土問題有識
者）

35 沖縄県
第43回北方領土返還要求沖縄
県民大会及び研修会

R7.2.15 101名 那覇青年会議所会館 山内　聡彦（元NHK解説委員）

（※）カッコ内の数字はウェブでの参加者数（外数）

○県民会議による研修会・講演会の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 参加者数 開催場所 派遣講師

1 宮城県

令和６年度北方領土返還要求
県民フォーラム及び宮城県民
会議総会

R6.7.11 72名 ホテルメトロポリタン仙
台（仙台市）

石川　一洋（北方領土問題有識
者）

2 山形県
映画「ジョバンニの島」上映
会

R7.2.8 57名 最上徳内記念館
―

3 埼玉県

北方領土返還要求運動埼玉県
民会議令和６年度第１回役員
会・総会

R6.7.19 22名 （一財）全電通埼玉会館
あけぼのビル

石川　一洋（北方領土問題有識
者）

4 千葉県
令和６年度北方領土返還要求
運動千葉県民会議通常総会

R6.7.22 25名 千葉県自治会館 山内　聡彦（元NHK解説委員）

5 山梨県
北方領土返還要求運動山梨県
民会議令和６年度総会

R6.6.3 51名 ベルクラシック甲府 兵頭　慎治（防衛省防衛研究所
研究幹事）

6 静岡県
「北方領土問題について考え
る」研修会

R6.5.22 150名 三ヶ日文化ホール 鈴木　咲子（元島民択捉島出
身）

7 滋賀県
令和６年度 北方領土返還要
求運動滋賀県民会議 会員団
体研修会

R6.6.10 46名 コラボしが21 兵頭 慎治（防衛省防衛研究所
研究幹事）

8 大阪府

令和６年度北方領土返還運動
推進大阪府民会議定期総会

R6.7.4 28名 ホテルプリムローズ大阪 石川　一洋（北方領土問題有識
者）

9 和歌山県
令和６年度北方領土返還要求
運動和歌山県民会議第44回総
会・研修会

R6.6.4 61名 和歌山県民文化会館 得能　宏（元島民色丹島出身）

10 鳥取県
令和６年度北方領土返還要求
運動鳥取県民会議　研修会

R6.6.22 35名 とりぎん文化会館（鳥取
県立県民文化会館）

山内　聡彦（元NHK解説委員）

11 愛媛県
北方領土返還要求愛媛県民会
議第48回定期総会・記念事業

R6.8.1 50名 愛媛県立美術館 上月　豊久（前駐ロシア特命全
権大使）

【資料２】2 / 2
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県民会議によるキャラバン・署名活動等の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 開催場所

1 北海道 令和６年度北方領土の日啓発事業 R7.2.4～11 さっぽろ大通西６丁目署名コーナー

ラジオCM事業
R6.8.1～18
R7.2.1～15

RAB青森放送ラジオ

バス広告事業
R6.8.1～31
R7.2.1～28

青森市営バス、弘南バス
八戸市営バス、十和田観光電鉄、下
北交通

鉄道車内広告事業
R6.8.1～31
R7.2.1～28

青い森鉄道

ラジオスポット広報事業 R7.2.6～7 福島県内（全県）

県内主要駅及び鉄道中吊りポスター広
報事業

R7.2.1～14
県内主要駅５か所及び福島交通飯坂
電車、阿武隈急行

4 茨城県 令和６年度北方領土街頭啓発活動 R6.8.2 JR水戸駅

5 千葉県
割り箸広告による県内大学生向け広報
事業（２月の北方領土返還運動全国強
調月間に係る事業）

R7.1～2 県内大学

6 神奈川県
令和６年度「北方領土の日（令和７年
２月７日）」及び全国強調月間（令和
７年２月）に係る啓発広報事業

R7.2.1～28
映像放映：JR横浜駅NewDays VISION
４か所
懸垂幕掲出：かながわ県民センター

7 山梨県
令和６年度県民の日北方領土返還要求
運動啓発活動

R6.11.17 甲府市小瀬スポーツ公園

北方領土返還要求県内市町キャラバン R6.8.21 石川県内（加賀コース）

北方領土返還要求街頭署名 R6.10.8
金沢地区（香林坊大和・アトリオ
前）、加賀地区（アピタ松任店前）

北方領土返還要求県内キャラバン R7.2.7 石川県内（１コース）

バス前方幕掲出 R6.8.1～31 福井市内路線バス

２月の北方領土返還運動全国強調月間
における広報活動

R7.2.2
R7.2.3～9

福井新聞
福井テレビ

名鉄岐阜駅前トレジャービジョン事業 R7.2.1～28 名鉄岐阜駅前大型ビジョン

バスチャンネル事業 R7.2.1～28 岐阜バス

11 静岡県
「北方領土の日」記念史跡めぐり
ウォーキング

R7.2.7 静岡県下田市

12 愛知県
愛知県中央メーデーにおける北方領土
問題の啓発活動

R6.4.20 久屋大通公園

13 滋賀県
北方領土返還要求街頭啓発事業・啓発
広告掲出

R6.8.1～31
R7.2.1～28

JR草津駅東口

14 大阪府
令和６年度北方領土返還運動街頭啓発
事業

R6.9.10 南海堺東駅前付近

15 兵庫県 街頭モニターによる啓発事業 R7.2.7～13 神戸市中央区３か所

9 福井県

青森県

3 福島県

8 石川県

2

10 岐阜県
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県民会議によるキャラバン・署名活動等の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 開催場所

16 和歌山県 街頭啓発事業 R7.2.3 県内主要鉄道駅等12か所

17 鳥取県 街頭署名事業 R6.10.26～27 米子コンベンションセンター周辺

18 広島県 「北方領土の日」関連啓発事業 R7.2.1～28 広島県内

19 福岡県 北方領土返還促進街頭活動
R7.２月上旬～
中旬

福岡市、北九州市、久留米市

令和６年度北方領土返還要求佐賀県民
運動「北方領土返還要求キャンペー
ン」

R7.1.17～2.28 佐賀県内一円、佐賀県庁

令和６年度 北方領土返還要求佐賀県
民運動「北方領土返還要求佐賀県内
キャラバン」

R7.2.15～16 佐賀県内一円（２コース）

令和６年度北方領土返還要求運動県内
キャラバン隊

R6.8.6～7 県央・県南９市町

令和６年度北方領土返還要求宮崎県民
会議街頭啓発運動

R7.2.1 イオン日向店

令和６年度北方領土返還要求街頭活動 R7.2.7 鹿児島中央駅前広場

令和６年度北方領土返還要求奄美キャ
ラバン

R7.2.7 奄美市、瀬戸内町

北方領土問題啓発事業
R6.8.1～31
R7.1.8～2.7

鹿児島中央駅

22 鹿児島県

20 佐賀県

21 宮崎県
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県民会議による啓発懸垂幕の掲出等の実施状況

No. 都道府県 実施月日 実施場所 媒　体

1 宮城県 R7.2.1～28 宮城県議会庁舎西側壁面（仙台市役所側） 横断幕

R6.8.1～30 県内６か所（８月）

R7.2.3～28 県内５か所（２月）

3 千葉県 R7.2.1～28 JR津田沼駅、JR松戸駅、JR船橋駅、新浦安駅、千葉県庁舎 懸垂幕、横断幕

R.6.8.1～29 かながわ県民センター

かながわ県民センター

JR横浜駅内（コンビニ４か所） 電光掲示板

R6.8.6～30
魚沼市役所構内懸垂幕塔、湯ノ谷会館、
新潟県庁構内警察庁舎

懸垂幕

R7.2.1～3.3 魚沼市役所構内懸垂幕塔、新潟県庁舎構内 懸垂幕、横断幕

6 山梨県 R７.2.1～28 山梨県庁舎 懸垂幕

7 長野県 R7.2.1～28 県内10地域の合同庁舎等 懸垂幕

8 富山県
R6.8.1～31
R7.2.1～28

富山駅前マリエとやまビル、黒部市庁舎、入善町庁舎 懸垂幕

9 石川県
R6.8.1～15
R7.2.5～19

石川県庁前時計塔 懸垂幕

10 福井県
R6.8.1～30
R7.2.1～28

黒川ビル 懸垂幕

11 愛知県
R6.8.15～29
R7.2.4～18

愛知県庁本庁舎正面玄関 横看板

12 滋賀県
R6.8.1～31
R7.2.1～28

JR草津駅東口デジタルサイネージ 電光掲示板

R6.7.29～
8.30

大阪府庁本館、大阪市庁舎、堺市本庁

R7.2.1～28 大阪府庁本館、堺市本庁

14 奈良県
R6.8.1～30
R7.2.1～28

奈良市（２か所）、大和高田市、橿原市、大和郡山市、吉
野郡大淀町、桜井市

横断幕

15 和歌山県 R7.1.16～3.4
和歌山県振興局庁舎（那賀振興局、伊都振興局、有田振興
局、日高振興局、西牟婁振興局、東牟婁振興局）

懸垂幕

R6.8.21～26 鳥取県庁議会棟 横断幕

R7.1.27～
2.14

鳥取県庁議会棟、鳥取市役所庁舎、倉吉市役所庁舎、米子
市役所淀江支所庁舎

横断幕、懸垂幕

R6.8.1～28 岡山県庁他３か所

R7.2.1～28 岡山県庁他５か所

R6.8.1～8.31 地方局庁舎、松山市大街道商店街、銀天街商店街
懸垂幕、横断幕、電光
掲示板

R7.2.1～28 地方局庁舎、松山市大街道商店街、銀天街商店街
懸垂幕、横断幕、電光
掲示板

19 高知県
R6.8.1～31
R7.2.1～28

高知市本町４丁目　高知電気ビル西隣緑地帯 立て看板

20 長崎県
R6.8.1～30
R7.2.3～28

長崎県庁舎駐車場棟屋上 横断幕

21 熊本県 R7.1.7～2.7 熊本県庁正門入口横土手擁壁上 横看板

22 鹿児島県
R6.8.1～31
R7.1.8～2.7

鹿児島中央駅 電光掲示板

23 沖縄県
R6.8.1～31
R7.2.1～28

沖縄県旭町会館東外壁面 懸垂幕

2 茨城県 懸垂幕

4 神奈川県

懸垂幕

R7.2.1～28

5 新潟県

13 大阪府 懸垂幕

16 鳥取県

17 岡山県 懸垂幕

18 愛媛県

7
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県民会議によるパネル展の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 開催場所

1 青森県 「北方領土の日」記念パネル展 R7.2.5～7 県庁北棟１階

2 岩手県 北方領土パネル展 R7.1.27～2.2
遠野市役所、あえりあ
遠野

北方領土パネル展 R7.1.14～2.28 県庁・県総合支庁

特集展示「知っていますか？北方領
土」

R7.2.4～27
山形県生涯学習セン
ター「遊学館」

会津自然の家におけるパネル展（里
山開放デー、あったかふれあいまつ
り）

R6.7.14、10.6 会津自然の家

北方領土パネル展
①R7.2.4～5
②R7.2.6～14

①コラッセふくしま
②県庁

令和６年度中学校「北方領土パネル
巡回展」

R6.7～12 県内68中学校

北方領土パネル展 R7.2.3～14 茨城県庁

6 栃木県 令和６年度「北方領土パネル展」 R7.1.31～2.7 栃木県庁

7 群馬県 北方領土パネル展
R6.8.8～21
R7.2.13～26

群馬県庁

8 千葉県 北方領土パネル展
①R7.1.31～2.6
②R7.2.10～14
③R7.3.7～14

①千葉市生涯学習セン
ター
②県庁
③千葉県立現代産業科
学館

9 東京都 北方領土パネル展

①R6.8.1～9
②R6.8.21～27
③R6.12.4～10
④R6.12.13～24
⑤R7.1.10～17
⑥R7.2.4～25
⑦R7.3.3～10

①日野市役所
②都庁第一本庁舎１階
③新宿区役所
④新宿プロムナード
⑤昭島市役所
⑥都庁第一本庁舎１階
⑦立川市役所

10 神奈川県 北方領土パネル展2024 INかながわ R6.8.5～16 神奈川県庁新庁舎１階

11 新潟県 北方領土パネル展 R7.2.1～7
ヨリネスしばた７階市
民ギャラリー

12 山梨県 令和６年度北方領土パネル展
①R7.2.1～14
②R7.2.7～13

山梨県立図書館

13 石川県 北方領土返還要求パネル展
R6.8.1～31
R7.2.1～28

石川県庁行政庁舎19階
展望ロビー
金沢海みらい図書館
ギャラリー

3 山形県

4 福島県

5 茨城県

【資料５】1 / 3
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県民会議によるパネル展の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 開催場所

14 福井県 北方領土啓発パネル展

R6.8.20～27
R7.1.22～31
R7.2.1～10
R7.2.12～21

ショッピングセンター
パリオcity
武生第三中学校、福井
県国際交流会館、敦賀
市立気比中学校

15 岐阜県 北方領土パネル展 R6.12.4～R7.2.16

大垣市立上石津学園、
岐阜市立陽南中学校、
大垣市立西中学校、岐
阜県図書館楽書交流サ
ロン

16 愛知県 北方領土パネル展 R6.8.9～9.11 愛知県図書館１階

北方領土返還要求パネル展三重県民
会議活動支援事業（パネル展・
「ジョバンニの島」上映会」

R6.7.17～31
三重県総合博物館
MieMu

北方領土パネル展 R7.2.3～7
県庁本庁舎１階県民
ホール

18 京都府 北方領土パネル展 R7.2.4～7 府庁２号館１階ロビー

R6.8.1～9.5 府庁等府内７か所

R6.1.24～2.28 府庁等府内８か所

20 兵庫県 北方領土パネル展 R6.8.15～21
兵庫県民会館第１特別
展示室

21 奈良県 北方領土パネル展
①R7.2.3～7
②R7.2.18～23

①奈良公園バスターミ
ナル
②奈良県立図書情報館

22 和歌山県
北方領土パネル展（市町村巡回キャ
ンペーン・パネル展）

R6.7.30～9.25 県内９か所

鳥取県内市町村北方領土問題啓発パ
ネル展事業

R6.7.23～12.20
鳥取市役所等県内19か
所

啓発パネル展・街頭署名事業 R6.10.26～27
米子コンベンションセ
ンター周辺

24 岡山県 北方領土パネル展 R7.1.16～2.16 岡山県立図書館

25 広島県 北方領土ミニパネル展 R7.2.5～18
広島県庁南館１階ふれ
あいコーナー（県民
ギャラリー）

26 香川県 北方領土返還促進啓発パネル展 R7.2.15～21
香川県社会福祉総合セ
ンター

27 愛媛県 署名収集活動及びパネル展 R6.11.11～15 フジグラン松山

19 大阪府
都道府県民会議統一行動事業（懸垂
幕掲出及びパネル展）

17 三重県

23 鳥取県
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県民会議によるパネル展の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 開催場所

よさこい演舞場における北方領土パ
ネル展・啓発事業

R6.8.10～11 よさこい菜園場演舞場

北方領土パネル展inふるさとまつり R6.11.15～17
高知市鏡川河畔みどり
の広場

29 佐賀県 街頭キャンペーン（パネル展） R7.2.10～14 県庁内県民ホール

30 長崎県
令和６年度「北方領土返還運動巡回
パネル展」

R6.10.7～R7.1.15 県立大学等県内９か所

“北方領土を知ろう”「北方領土パ
ネル展㏌熊本市役所」

R7.2.3～7 熊本市役所

“北方領土を知ろう”「北方領土パ
ネル展㏌サンロード新市街」

R7.2.1～2 サンロード新市街街路

令和６年度北方領土返還要求宮崎県
民会議パネル展「学ぼう北方領土
寄り添う心で！」

R6.6.2～10
宮交シティ（アポロの
泉）

地域イベント出展（ひなたこども
フェスティバル）『北方領土に幸せ
をみんなの手で☆彡;』

R6.9.29
宮崎県青島青少年自然
の家

令和６年度北方領土返還要求宮崎県
民会議パネル展

R7.2.23
宮崎県青島青少年自然
の家

33 鹿児島県 北方領土パネル展 R6.4.1～R7.3.31
鹿児島市、鹿屋市、志
布志市

32 宮崎県

31 熊本県

28 高知県
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掲
載

3
全

国
女

性
団

体
連

絡
協

議
会

啓
発

広
告

の
掲

載

4
開

催
月

日
：

令
和

６
年

７
月

1
3
日

（
土

）
～

令
和

６
年

７
月

1
5
日

（
月

・
祝

）

開
催

場
所

：
羅

臼
国

後
展

望
塔

（
北

海
道

羅
臼

町
）

、
別

海
町

尾
岱

沼
漁

港
（

北
海

道
別

海
町

）
、

納
沙

布
岬

（
北

海
道

根
室

市
）

　
等

参
加

者
：

6
4
名

内
容

：
元

島
民

の
講

話
、

啓
発

施
設

見
学

　
等

5
開

催
月

日
：

令
和

６
年

７
月

６
日

（
土

）
～

令
和

６
年

７
月

７
日

（
日

）

開
催

場
所

：
根

室
市

総
合

文
化

会
館

（
北

海
道

根
室

市
）

参
加

者
：

3
8
1
名

内
容

：
元

島
民

の
講

話
、

出
前

講
座

　
　

等

6
開

催
月

日
：

令
和

６
年

９
月

７
日

（
土

）

開
催

場
所

：
北

方
四

島
交

流
等

事
業

使
用

船
舶

「
え

と
ぴ

り
か

」
（

根
室

港
停

泊
）

参
加

者
：

6
5
名

内
容

：
講

師
に

よ
る

講
演

○
北

方
領

土
返

還
要

求
運

動
連

絡
協

議
会

代
表

者
会

議
（

北
連

協
幹

事
会

）

N
o
.

開
催

月
日

開
催

場
所

1
令

和
６

年
６

月
1
2
日

（
水

）
連

合
会

館

2
令

和
６

年
７

月
1
1
日

（
木

）
連

合
会

館

3
令

和
６

年
７

月
2
5
日

（
木

）
連

合
会

館

・
令

和
５

年
度

報
告

・
令

和
６

年
度

運
動

方
針

（
案

）
・

役
員

改
選

に
関

し
て

・
総

会
ア

ピ
ー

ル
・

総
会

記
念

「
特

別
勉

強
会

」

第
5
5
次

北
方

領
土

返
還

要
求

現
地

視
察

大
会

日
本

青
年

会
議

所

令
和

６
年

度
北

方
領

土
返

還
要

求
運

動
連

絡
協

議
会

総
会

記
念

特
別

勉
強

会
北

方
領

土
返

還
要

求
運

動
連

絡
協

議
会

（
北

連
協

）

機
関

紙
「

全
国

女
性

団
体

連
絡

協
議

会
」

へ
の

啓
発

広
告

掲
載

（
2
0
2
4
年

７
月

号
、

2
0
2
5
年

１
月

号
）

機
関

紙
「

日
本

青
年

団
新

聞
」

へ
の

啓
発

広
告

掲
載

（
2
0
2
4
年

８
月

号
、

2
0
2
5
年

２
月

号
）

「
全

国
青

年
大

会
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
へ

の
啓

発
広

告
掲

載
（

2
0
2
4
年

1
1
月

８
日

～
1
1
日

）

第
5
5
回

北
方

領
土

復
帰

促
進

婦
人

・
青

年
交

流
集

会
日

本
青

年
団

協
議

会

日
本

労
働

組
合

総
連

合
会

連
合

「
北

方
四

島
船

内
学

習
会

」

・
北

連
協

の
現

状
と

今
後

の
在

り
方

・
令

和
６

年
度

北
連

協
総

会
開

催
に

関
し

て

〔
幹

事
会

〕
・

報
告

・
令

和
６

年
度

北
連

協
総

会
に

関
し

て
・

記
念

特
別

勉
強

会
に

関
し

て
・

北
連

協
の

現
状

と
今

後
の

在
り

方
・

令
和

７
年

２
月

７
日

北
方

領
土

の
日

に
関

し
て

・
そ

の
他

協
議

内
容
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県
民

会
議

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

の
開

催
状

況

N
o
.

ブ
ロ

ッ
ク

名
（

主
管

）
事

業
名

開
催

月
日

開
催

場
所

参
加

者
会

議
内

容

1
北

海
道

・
東

北
（

宮
城

県
）

令
和

６
年

度
北

海
道

・
東

北
ブ

ロ
ッ

ク
連

絡
協

議
会

R
6
.
7
.
3
0

エ
ス

ポ
ー

ル
み

や
ぎ

（
宮

城
県

仙
台

市
）

内
閣

府
、

各
県

民
会

議
、

推
進

委
員

、
協

会
等

2
3
名

・ ・ ・

内
閣

府
及

び
協

会
か

ら
の

事
業

報
告

北
海

道
・

東
北

各
県

民
会

議
か

ら
の

重
点

事
業

等
の

説
明

意
見

意
見

交
換

　
　

等

2
関

東
・

甲
信

越
（

千
葉

県
）

令
和

６
年

度
関

東
甲

信
越

ブ
ロ

ッ
ク

北
方

領
土

問
題

関
係

者
会

議
（

第
4
2

回
関

東
甲

信
越

ブ
ロ

ッ
ク

北
方

領
土

関
係

者
会

議
、

第
3
7
回

関
東

甲
信

越
ブ

ロ
ッ

ク
北

方
領

土
返

還
要

求
運

動
都

・
県

民
会

議
連

絡
協

議
会

、
第

2
8

回
北

方
領

土
返

還
要

求
事

務
担

当
者

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

）

R
6
.
5
.
2
4

ホ
テ

ル
プ

ラ
ザ

菜
の

花
（

千
葉

県
千

葉
市

）
内

閣
府

、
各

県
民

会
議

、
推

進
委

員
、

協
会

等
2
8
名

・ ・ ・

内
閣

府
及

び
協

会
か

ら
の

事
業

報
告

令
和

６
年

度
関

東
甲

信
越

青
少

年
交

流
会

・
教

育
指

導
地

域
研

修
会

の
説

明
各

都
県

か
ら

の
協

議
事

項

3
東

海
・

北
陸

（
福

井
県

）
第

4
4
回

東
海

・
北

陸
ブ

ロ
ッ

ク
北

方
領

土
関

係
者

会
議

、
令

和
６

年
度

東
海

・
北

陸
ブ

ロ
ッ

ク
北

方
領

土
返

還
要

求
運

動
推

進
県

民
会

議
連

絡
協

議
会

総
会

R
6
.
7
.
2
5
～

2
6

ホ
テ

ル
フ

ジ
タ

福
井

（
福

井
県

福
井

市
）

内
閣

府
、

各
県

民
会

議
、

推
進

委
員

、
協

会
等

2
7
名

・ ・ ・ ・

内
閣

府
及

び
協

会
か

ら
の

活
動

報
告

各
県

の
活

動
及

び
今

後
の

活
動

進
め

方
報

告
平

成
５

年
度

事
業

報
告

、
令

和
６

年
度

事
業

計
画

施
設

見
学

　
　

等

4
近

畿
（

滋
賀

県
）

令
和

６
年

度
北

方
領

土
返

還
要

求
事

務
担

当
者

近
畿

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

R
6
.
8
.
1
～

2
ピ

ア
ザ

淡
海

（
滋

賀
県

大
津

市
）

内
閣

府
、

各
県

民
会

議
、

推
進

委
員

、
協

会
等

1
6
名

・ ・
各

府
県

の
取

組
状

況
意

見
交

換
　

　
等

5
中

国
・

四
国

（
岡

山
県

）
令

和
６

年
度

中
国

・
四

国
ブ

ロ
ッ

ク
北

方
領

土
返

還
要

求
運

動
事

務
担

当
者

会
議

R
6
.
1
1
.
1
6

ピ
ュ

ア
リ

テ
ィ

ま
き

び
（

岡
山

県
岡

山
市

）
内

閣
府

、
各

県
民

会
議

、
推

進
委

員
、

協
会

等
2
3
名

・ ・ ・

内
閣

府
及

び
協

会
か

ら
の

活
動

報
告

元
島

民
の

講
話

グ
ル

ー
プ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

　
　

等

6
九

州
・

沖
縄

（
大

分
県

）
令

和
６

年
度

北
方

領
土

返
還

要
求

九
州

・
沖

縄
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
R
6
.
5
.
1
0

ホ
テ

ル
日

航
大

分
（

大
分

県
大

分
市

）
内

閣
府

、
各

県
民

会
議

、
推

進
委

員
、

協
会

等
3
4
名

・ ・ ・

内
閣

府
及

び
協

会
か

ら
の

活
動

報
告

各
県

民
会

議
か

ら
の

活
動

状
況

報
告

各
県

民
会

議
の

独
事

業
報

告
　

　
等
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令和６年度北方領土に関する全国スピーチコンテスト 審査結果 

令和７年２月 25日 

独立行政法人北方領土問題対策協会 

全国の中学生の皆様から 5,501 作品のご応募をいただき、２月 22日（土）に開催しました

最終選考会において選考をした結果、以下のように決定しましたので、お知らせいたします。

たくさんのご応募ありがとうございました。 

北方対策担当大臣賞 
「知る、繋ぐ、変える」 

原 向日葵（はら ひまわり） 島根県  雲南市立三刀屋中学校３年 

内閣府北方対策本部審議官賞 

「届け 私の想い」 

米倉 愛（よねくら まな）   佐賀県  唐津市立小川中学校１年 

独立行政法人北方領土問題対策協会理事長賞 

「私たちは変われるのだ！」 

坂本 萌香（さかもと もか） 宮崎県 西都市立妻中学校３年 

審査委員特別賞 
「私たちの世代が創る未来」 

吉末 凪那（よしずえ なな）  佐賀県 佐賀大学教育学部附属中学校２年 

「今もなお癒えない傷」 
吉田 太陽（よしだ たいよう） 京都府  南丹市立園部中学校２年 

奨励賞 

「歴史と未来への対話」 

三浦 かりん（みうら かりん）  北海道 下川町立下川中学校１年 

「「ジョバンニの島」を観て私が思ったこと」」 

綾 瑞希（あや みずき） 福岡県 直方市立直方第三中学校１年 

「固有の領土への想いと私たちの役割」 

中村 栞子（なかむら しほこ）  滋賀県 長浜市立湖北中学校２年 

「歴史を知り、未来を創る」 
田中 日菜（たなか ひな）   福岡県 岡垣町立岡垣中学校２年 

「北方領土と私たちの滋賀」 

小林 桜子（こばやし さくらこ） 滋賀県 滋賀大学教育学部付属中学校１年 
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ブ
ロ

ッ
ク

青
少

年
育

成
事

業
の

実
施

状
況

N
o
.

ブ
ロ
ッ
ク
名

（
主
管
）

事
業
名

開
催
月
日

実
施
場
所

参
加
者
数

研
修
内
容

1
北
海
道
・
東
北

（
宮
城
県
）

令
和
６
年
度
 
北
方
領
土

青
少
年
交
流
の
つ
ど
い

R
6
.
7
.
3
0
～
3
1

エ
ス
ポ
ー
ル
み
や
ぎ

（
宮
城
県
仙
台
市
）

2
9
名

・
北
方
領
土
関
連
映
像
の
視
聴

・
元
島
民
の
講
話

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
　
　
等

2
関
東
・
甲
信
越

（
神
奈
川
県
）

第
3
8
回
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
関
東
甲
信
越
青
少

年
交
流
会

R
6
.
7
.
2
7
～
2
8

湘
南
国
際
村
セ
ン
タ
ー

（
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山

町
）

8
3
名

・
元
島
民
体
験
談
の
朗
読
劇
上
映

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
施
設
見
学
　
　
等

3
東
海
・
北
陸

（
福
井
県
）

北
方
領
土
問
題
を
考
え
る

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
中

学
生
の
つ
ど
い

R
6
.
7
.
2
5
～
2
6

ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

（
福
井
県
福
井
市
）

5
0
名

・
北
方
領
土
ク
イ
ズ

・
グ
ル
ー
プ
活
動

・
施
設
見
学
　
　
等

4
近
畿

（
滋
賀
県
）

第
3
8
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
少

年
少
女
北
方
領
土
研
修

R
6
.
8
.
1
～
2

ピ
ア
ザ
淡
海

（
滋
賀
県
大
津
市
）

8
2
名

・
根
室
高
校
生
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
北
方
領
土
出
前
講

座 ・
映
画
「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
島
」
上
映

・
施
設
見
学
　
　
等

5
中
国
・
四
国

（
徳
島
県
）

令
和
６
年
度
中
国
･
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
北
方
領
土
問
題

青
少
年
育
成
事
業

R
6
.
8
.
1
7

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳

島 （
徳
島
県
徳
島
市
）

6
5
名

・
根
室
高
校
生
に
よ
る
北
方
領
土
出
前
講
座

・
D
V
D
視
聴

・
県
内
中
学
校
・
高
校
生
の
意
見
発
表
　
　
等

6
九
州
・
沖
縄

（
熊
本
県
）

令
和
６
年
度
北
方
領
土
返

還
要
求
九
州
･
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
北
方
領
土
問
題
地

域
青
少
年
研
修
会

R
6
.
8
.
3

熊
本
K
K
R
ホ
テ
ル

（
熊
本
県
熊
本
市
）

1
1
6
名

・
公
開
授
業

・
根
室
高
校
生
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
北
方
領
土
出
前
講

座
　
　
等
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ブ
ロ

ッ
ク

教
育

指
導

者
地

域
研

修
会

の
実

施
状

況

N
o
.

ブ
ロ
ッ
ク
名

（
主
管
）

事
業
名

開
催
月
日

実
施
場
所

参
加
者
数

研
修
内
容

1
関
東
・
甲
信
越

（
神
奈
川
県
）

令
和
６
年
度
関
東
甲
信
越

北
方
領
土
問
題
教
育
指
導

者
地
域
研
修
会

R
6
.
7
.
2
7
～
2
8

湘
南
国
際
村
セ
ン
タ
ー

（
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山

町
）

2
3
名

・ ・ ・

元
島
民
体
験
談
の
朗
読
劇
上
映

神
奈
川
県
の
取
組
事
例
紹
介

施
設
見
学
　
　
等

2
東
海
・
北
陸

（
福
井
県
）

東
海
･
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
北

方
領
土
教
育
者
会
議

R
6
.
7
.
2
5
～
2
6

ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

（
福
井
県
福
井
市
）

1
6
名

・ ・ ・

内
閣
府
及
び
協
会
か
ら
の
活
動
報
告

各
県
の
取
組
報
告
及
び
学
校
に
お
け
る
実
践
報
告

施
設
見
学
　
　
等

3
近
畿

（
滋
賀
県
）

第
3
0
回
北
方
領
土
問
題
教

育
指
導
者
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会

R
6
.
8
.
1
～
2

ピ
ア
ザ
淡
海

（
滋
賀
県
大
津
市
）

2
4
名

・ ・ ・

根
室
高
校
生
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
北
方
領
土
出
前
講
座

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

施
設
見
学
　
　
等

4
中
国
・
四
国

（
岡
山
県

令
和
６
年
度
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
教
育
指
導
者
地

域
研
修
会

R
6
.
1
1
.
1
6

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

（
岡
山
県
岡
山
市
）

2
9
名

・ ・ ・

内
閣
府
及
び
協
会
か
ら
の
活
動
報
告

元
島
民
の
講
話

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
　
等

5
九
州
・
沖
縄

（
熊
本
県
）

令
和
６
年
度
九
州
・
沖
縄

ブ
ロ
ッ
ク
北
方
領
土
問
題

教
育
指
導
者
地
域
研
修
会

R
6
.
8
.
4

熊
本
K
K
R
ホ
テ
ル

（
熊
本
県
熊
本
市
）

5
9
名

・ ・

内
閣
府
、
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
か
ら
の
事
業
報
告

各
県
活
動
報
告
　
　
等
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北方領土問題教育者会議支援関連事業実績

１．北方領土作文コンクール

No. 主催 事業名 備考
1 北海道北方領土教育

者会議
2023年度北方領土中学生作文コン
テスト

＜応募総数＞ 267点

2 神奈川県北方領土問
題教育者会議

北方領土作文コンクール ＜応募総数＞ 515点

3 富山県「北方領土問
題」教育者会議

第18回「私たちと北方領土」
作文コンクール

＜応募総数＞ 472点

4 滋賀県教育者会議
（滋賀県中学校教育
研究会社会科部会）

第37回 「私たちと北方領土」
作文コンクール

＜応募総数＞ 343点

5 京都府北方領土教育
者会議

第19回「私たちと北方領土」
作文コンクール

＜応募総数＞ 1,109点

6 兵庫県北方領土教育
者会議
（共催：北方領土返
還運動兵庫県推進会
議）

令和６年度北方領土作文コンクー
ル

＜応募総数＞ 546点

7 令和６年度「北方領土と私たち」
作文コンクール

＜応募総数＞ 381点

令和６年度「北方領土と私たち」
ポスターコンクール

＜応募総数＞ 17点

8 島根県竹島・北方領
土問題教育者会議

第15回「竹島･北方領土問題を考え
る」中学生作文コンクール

＜応募総数＞ 529点

9 第15回『北方領土を考えよう』
福岡県中学生作文コンクール

＜応募総数＞ 852点

第２回『北方領土を考えよう』
福岡県中学生ポスターコンクール

＜応募総数＞ 38点

10 ＜応募総数＞

　作文コンクールの部 286点

　標語・キャッチコピーの部 562点

11 北方領土返還要求宮
崎県民会議

令和６年度 第５回 宮崎県中学生
北方領土に関する作文コンクール

＜応募総数＞ 53点

12 沖縄県北方領土問題
研究教育者会議
（共催：北方領土返
還要求沖縄県連絡協
議会）

第８回「北方領土と沖縄」作文コ
ンクール

＜応募総数＞ 130点

２．北方領土授業の実践

No. 主催 実施校 備考
羅臼町立春松小学校 ＜参加者数＞ 17名

羅臼町立知床未来中学校 ＜参加者数＞ 37名

黒部市立清明中学校 ＜参加者数＞ 461名

黒部市立明峰中学校 ＜参加者数＞ 559名

3 亀岡市立育親学園 ＜参加者数＞ 111名

京都市立加茂川中学校 ＜参加者数＞ 175名

4 和歌山県北方領土問
題教育者会議

御坊市立御坊中学校 ＜参加者数＞ 32名

5 佐賀県北方領土教育
研究会

佐賀県立武雄青陵中学校 ＜参加者数＞ 47名

6 長崎県北方領土問題
教育研究会

長与町立長与第二中学校 ＜参加者数＞ 40名

 福岡県北方領土問
題
 教育者会議

奈良県北方領土問題
教育者会議（共催：
北方領土返還要求運
動奈良県民会議）

2 富山県「北方領土問
題」教育者会議

佐賀県北方領土教育
研究会

1

令和６年度 佐賀県中学生
北方領土に関するコンクール

京都府北方領土教育
者会議

北海道北方領土教育者
会議
根室管内北方領土教育
学習研究会

【資料11】1 / 2 
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北方領土問題教育者会議支援関連事業実績

7 宮崎県北方領土問題
教育関係者会議
（共催：北方領土返
還要求宮崎県民会
議）

宮崎市立赤江東中学校 ＜参加者数＞ 175名

３．北方領土学習会の開催

No. 主催 事業名 備考
＜実施校及び参加者数＞

　小学校 3校 141名

　中学校 8校 545名

　高等学校 3校 154名

2 ＜実施校数及び参加者数＞

　高等学校 1校 218名

3 神奈川県北方領土問
題教育者会議

神奈川県教育者会議第13回研修総
会における講演会

＜参加者数＞ 20名

4 兵庫県北方領土教育
者会議

令和６年度　第３回兵庫県北方領
土教育者会議における講演会

＜参加者数＞ 15名

5 和歌山県北方領土問
題教育者会議

令和６年度和歌山県北方領土問題
教育者会議総会及び記念講演会

＜参加者数＞ 121名

6 宮崎県北方領土問題
教育関係者会議
（共催：北方領土返
還要求宮崎県民会
議）

２０２４次世代ラボInみやざき ＜参加者数＞ 40名

４．北方領土パネル展の開催

No. 主催 事業名 備考
1 ＜実施校数＞

　県内中学校 68校

2 ＜実施校数＞

　県内中学校 1校

3 ＜実施校数＞

　県内小中
　学校

2校

4 ＜実施校数＞

　県内中学校 2校

5 ＜実施校数＞

　県内中学校 6校

５．北方領土教育用教材・資料作成

No. 主催 事業名 備考
1 宮城県北方領土問題

教育者会議
北方領土啓発しおりの作成

1

茨城県北方領土問題
教育者会議
（共催：北方領土の
返還を求める茨城県
民協議会）

令和６年度 中学校「北方領土パネ
ル巡回展」

北海道北方領土教育
者会議

『ジョバンニの島』上映北方領土
学習会

北方領土を考える群
馬県教育者会議

令和６年度人権教室　北方領土の
語り部による講演会

北方領土を考える群
馬県教育者会議

北方領土パネル展

富山県「北方領土問
題」教育者会議

中学校巡回パネル展

山梨県北方領土問題
教育者会議
（共催：北方領土返
還要求運動山梨県民
会議）

北方領土パネル展

長野県北方領土問題
教育者会議

中学校巡回パネル展
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青
少
年
等
現
地
視
察
事
業
の
実
施
状
況

ブ
ロ
ッ
ク

都
府
県

実
施
日

参
加
者
数

ブ
ロ
ッ
ク

都
府
県

実
施
日

参
加
者
数

北
 
海
 
道

８
月
２
日

～
４
日

1
8
名

京
 
都
 
府

８
月
６
日

～
９
日

2
5
名

岩
 
手
 
県

８
月
４
日

～
７
日

2
6
名

兵
 
庫
 
県

８
月
５
日

～
８
日

2
5
名

宮
 
城
 
県

８
月
７
日

～
９
日

2
6
名

和
歌
山
県

８
月
３
日

～
５
日

2
5
名

山
 
形
 
県

７
月
3
1
日

～
８
月
２
日

1
3
名

鳥
 
取
 
県

８
月
１
日

～
４
日

2
5
名

茨
 
城
 
県
 

８
月
2
3
日

～
2
6
日

2
5
名

岡
 
山
 
県

８
月
４
日

～
７
日

2
2
名

栃
 
木
 
県

８
月
2
2
日

～
2
5
日

2
4
名

山
 
口
 
県

８
月
４
日

～
７
日

2
5
名

埼
 
玉
 
県

７
月
2
9
日

～
８
月
１
日

2
5
名

香
 
川
 
県

８
月
2
1
日

～
2
4
日

2
5
名

神
奈
川
県

1
0
月
1
2
日

～
1
4
日

2
2
名

高
 
知
 
県

８
月
2
2
日

～
2
5
日

1
9
名

山
 
梨
 
県

７
月
2
3
日

～
2
6
日

2
6
名

福
 
岡
 
県

８
月
７
日

～
1
0
日

2
5
名

富
 
山
 
県

８
月
1
9
日

～
2
2
日

2
5
名

宮
 
崎
 
県

８
月
1
7
日

～
2
0
日

2
5
名

岐
 
阜
 
県

８
月
1
9
日

～
2
2
日

2
6
名

長
 
崎
 
県

７
月
3
0
日

～
８
月
２
日

2
5
名

静
 
岡
 
県

８
月
2
0
日

～
2
3
日

2
5
名

大
 
分
 
県

７
月
2
5
日

～
2
8
日

2
4
名

愛
 
知
 
県

８
月
2
5
日

～
2
7
日

2
5
名

合
　
計

2
5
道
府
県

5
9
6
名

北
海
道
・
東
北

関
東
甲
信
越

東
海
・
北
陸

近
畿

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄
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令和６年度北方領土問題キャッチコピーの入選作品について

今も昔もこれからも北方領土は日本の領土
）

ちょっと四島ヘ行ってくるねと言える日に
）

四島返還　叶える鍵は　和と話と輪
）

教科書に 「返還」記す  令和こそ
）

還らない時間、還るべき島々
）

帰らぬまま八十年　風化させない僕らの思い
）

よく知ろう　みんなで知ろう　四島のこと
）

還せ四島を　帰ろう四島に
）

四島に　今すぐ言わせて　「おかえり」と
）

一日も　早い返還　四島が待つ
）

最優秀賞

信江 史菜子 （ 岡 山 県

舛 田 美 子 （ 熊 本 県

優 秀 賞

仁井田 京子 （ 福 島 県

児 玉 東 洋 （ 千 葉 県

上 田 悠 馬 （ 京 都 府

密 山 莉 生 （ 和 歌 山 県

佳 作

原 田 怜 （ 岡 山 県

尾家 德次朗 （ 三 重 県

海 老 柚 葵 （ 岐 阜 県

峰 木 一 紀 （ 東 京 都

し ま

し ま

し まし ま

し ま

し ま

よん とう
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年　度 標　語

令和６年度 今も昔もこれからも北方領土は日本の領土

令和５年度 四島（しま）想い　心に点す　返還の火

令和４年度 四島（しま）還せ！　声出し合って　動く今

令和３年度 手を繋ぎ　返還願う　大きな輪

令和２年度 絶やすまい　返還つなぐ　強い声

令和元年度 返還へ　未来志向の　対話と交流

平成30年度 返還へ　世代を越えて　つなぐ声

平成29年度 声届け　開けよう扉　四島（しま）返還

平成28年度 四島（しま）の未来　心かよわせ　返還へ

平成27年度 重ねる対話　つなげる熱意で　四島（しま）返還

平成26年度 四島（しま）返還　ひとりの力が　大きな力に

平成25年度 考えよう　みんなで解決　北方領土

平成24年度 「知る事」が　四島（しま）返還の　第一歩

平成23年度 “いつか”を“今”に。日本の国土、北方領土

平成22年度 国民の　声と熱意で　四島（しま）返還

平成21年度 四島（しま）返還　日ロの明日を　ひらく鍵

平成20年度 四島（しま）返還　あなたの声こそ　力です

平成19年度 択捉と国後・色丹・歯舞は　日本の領土（とち）です　誇りです

平成18年度 四島（しま）還れ！　日本の声です　叫びです

平成17年度 世代越え　心に願うは　四島（しま）返還

平成16年度 取り戻せ　歴史も語る　北の四島（しま）

平成15年度 粘り抜く　熱意と対話で　四島（しま）返還

平成14年度 語り継ごう　たゆまぬ努力で　四島（しま）返還

平成13年度 断固たる　決意と熱意で　四島（しま）返還

平成12年度 新世紀　日ロの英知で　四島（しま）返還

平成11年度 新世紀　ひらく鍵です　四島（しま）返還

平成10 年度 四島（しま）返還　平和な未来へ　橋渡し

平成９年度 四島（しま）還り　広がる交流　深まる友好

平成８年度 世論の輪　広げてつなげて　四島返還

北方領土に関する最優秀入選標語・キャッチコピー一覧
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年　度 標　語

北方領土に関する最優秀入選標語・キャッチコピー一覧

平成７年度 たゆみなき　決意の世論で　四島返還

平成６年度 半世紀　新たな決意で　四島（しま）還れ

平成５年度 信頼と　平和を築く　四島返還

平成４年度 友好の　未来を築く　四島（しま）返還

平成３年度 友好の　確かな証（あかし）　四島（しま）返還

平成２年度 友好の　扉を開く　四島復帰

平成元年度 四島還り　日ソ友好　新時代

昭和63年度 島四つ　一緒に還る　平和の日

昭和62年度 考えよう　知ろう語ろう　北方領土

昭和61年度 返るまで　消すな領土に　世論の灯

昭和60年度 我が家から　ひろげる対話　北方領土

昭和59年度 北の四島　語り継ぎます　返るまで

昭和58年度 お茶の間の　会話の中にも　四島（しま）返れ

昭和57年度 北方領土　根強い外交　支える世論

昭和56年度 北方の　領土にともせ　日本の灯

昭和55年度 高めよう　“四島を返せ”の　大合唱

昭和54年度 ねばり抜く　熱意で戻せ　北方領土

昭和53年度 きみ・ぼくの　叫びが返す　北方領土

昭和52年度 父祖が拓いた北方領土　かえれかえせ島と海

昭和51年度 火と燃える　世論が還す　北方領土

昭和50年度 意気、根気、熱意で戻そう　北方領土

昭和49年度 一億の　叫びたかめよ　北方領土

昭和48 年度 友好の　握手で戻せ　北方領土

昭和47年度 北方領土　復帰へもやせ　世論の火

昭和46年度 きみ・ぼくの　熱意でもどそう　北方領土

昭和45年度 北方の　領土還る日　平和の日

昭和44年度 北方領土　復帰へ示せ　意気と熱意
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ダイレクトメールによる周知実績並びに融資説明会及び相談会の開催

○ダイレクトメールによる周知実績

実施時期 発送対象者 発送件数

R6.07.19 借入資格者 4,306件

R6.08.05 生前承継対象者 2,561件

R6.10.01 直近完済者 70件

R6.11.15 死後承継対象者 1,410件

R6.11.27 高校生がいる借入資格者 39件

R7.01.06 借入資格者 4,915件

R7.02.14 新法死後承継対象者 62件

R7.03.24 修学資金利用者 11件

○融資説明及び相談会の実施内容

開催時期 開催場所

R6.04.12 中標津支部（中標津町）

R6.04.13 羅臼支部（羅臼町）

R6.04.13 標津支部（標津町）

R6.04.14 根室支部（根室市）

R6.04.14 函館支部（函館市）

R6.04.20 十勝支部（帯広市）

R6.04.20 道央支部（札幌市）

R6.04.20 釧路支部（釧路市）

R6.04.21 オホーツク支部（北見市）

R6.06.15 富山支部（黒部市）

R6.08.17～19 根室連絡所 融資相談会（根室市）

R7.01.19～20 根室連絡所 融資相談会（根室市）

融資メニュー見直し内容

死後承継、融資制度

告知・周知内容

承継制度、融資制度

生前承継、融資制度

住宅資金、生活資金等

進学資金等の生活資金

承継制度、融資制度

死後承継手続期限
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金融再生法開示債権比率の推移及び各区分の定義

○金融再生法開示債権比率の推移
（単位：円）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

(A) 41,109,359 37,818,832 35,409,785 21,098,232 16,798,832

危険債権 (B) 17,397,408 17,355,755 20,191,923 16,404,388 15,264,000

要管理債権 (C) 0 0 0 0 0

　うち三月以上延滞債権 0 0 0 0 0

　うち貸出条件緩和債権 0 0 0 0 0

(A)+(B)+(C)= (D) 58,506,767 55,174,587 55,601,708 37,502,620 32,062,832

正常債権 (E) 3,192,212,869 2,831,754,372 2,674,240,416 2,474,826,176 2,245,888,474

　うち貸付金残高 3,188,749,237 2,828,748,867 2,671,570,106 2,472,356,616 2,243,671,372

　うち貸付金未収利息 3,463,632 3,005,505 2,670,310 2,469,560 2,217,102

債権合計 (D)+(E)= (F) 3,250,719,636 2,886,928,959 2,729,842,124 2,512,328,796 2,277,951,306

1.80% 1.91% 2.04% 1.49% 1.41%

○各区分の定義

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

正常債権 債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記以外に区分される債権

金融再生法開示債権
合計額

比　率         (D)/(F)

破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこ
れらに準ずる債権

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従っ
た債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権

三月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権（※いずれも、上記を除く）
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令和６年度融資状況

（単位：百万円）百万未満四捨五入

資金名 貸付計画 貸付決定 差額 貸付金残高

漁業資金 715 176 △ 539 290

農林資金 15 0 △ 15 0

商工資金 79 2 △ 78 163

法人資金（※） － － － －

計 809 178 △ 632 453

生活資金 113 8 △ 104 15

修学資金 92 44 △ 47 620

住宅資金 387 16 △ 371 1,188

計 591 68 △ 523 1,823

合　計 1,400 246 △ 1,154 2,276

（※）平成20年度以降、取扱いを停止している。

（注）四捨五入の関係から、合計等は必ずしも一致しない。

事
業
資
金

生
活
資
金
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0
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0

0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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3
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7
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2

生
活

使
途

毎
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0～
3,
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0

76
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0
7

8,
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0
6
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3
28
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31
8

大
学
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0
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0
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 旧
住
宅
改
良
資
金
及
び
旧
住
宅
新
築
資
金
は
平
成

23
年

4月
に
住
宅
資
金
と
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統
合
さ
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が
、
こ
の
表
中
は
分
け
て
記
載
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い
る
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収
欄
の
人
数
は
、
債
権
が
完
済
し
た
人
数
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捨
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関
係
か
ら
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合
計
等
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
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1
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5

合
計

法
人

資
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計

生 活 資 金

直 貸
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よ
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廃
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-
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修
学

16
5
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,4

12
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-

1
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資
 金

 別
貸

付
限

度
額

事 業 資 金
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計

令
和

６
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度
　

貸
付

計
画

・
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行
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・
残

高
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表
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月
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現
在

（
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位
：
千
円
）

千
円
未
満
四
捨
五
入

　
　
項
　
目
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和
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貸
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付
決

定
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付

残
高
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※3 小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある。

※2 旧住宅改良資金及び旧住宅新築資金は平成23年4月に住宅資金として統合されたが、この表中は分けて記載している。

資 金 別 貸 付 決 定 比 較 表

令和７年３月31日現在

( 昭和37年度　～  令和６年度 )　

※1 現在、市町村資金、更生資金は廃止、法人資金については取扱を停止している。

個人事業

資金

53.8%
生活資金

35.2%

法人資金

10.7%

市町村資金

0.3%

総 計

48,179,594 千円

漁業資金

75.7%

農林資金

0.7%

商工資金

6.6%

法人資金

16.5%

市町村資金

0.4%

事 業 資 金

31,203,270 千円

更生資金

4.7% 生活資金

3.7%

修学資金

13.1%

住宅資金

（改良）

25.8%

住宅資

金（新

築）…

生 活 資 金

16,976,324 千円

個人事業資金

53.8%生活資金

35.2%

法人資金

10.7%

市町村資金

0.3%

総 計

48,425,166 千円

漁業資金

75.7%

農林資金

0.7%

商工資金

6.6%

法人資金

16.5%

市町村資金

0.4%

事 業 資 金

31,380,770 千円

更生資金

4.7% 生活資金

3.7%

修学資金

13.1%

住宅資金

（改良）

25.8%

住宅資金

（新築）

52.8%

生 活 資 金

17,044,396 千円
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※1 事業資金には、市町村資金の貸付決定額139,600千円と法人資金の貸付決定額5,184,955千円が含まれている。

地 区 別 貸 付 決 定 比 較 表

令和７年３月31日現在

( 昭和37年度　～  令和６年度 )　

※2 小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある。

根室市

42.7%

根室振興局管内

36.9%

その他道内

市町村

13.0%

富山県

5.4%

その他道外

市町村

2.1%

総 計

48,179,594 千円

根室市

46.8%

根室振興局

管内

46.9%

その他道内

市町村

5.0%

富山県

1.2%
その他道外

市町村

0.2%

事 業 資 金

31,203,270 千円

根室市

35.1%

根室振興

局管内

18.6%

その他道

内市町村

27.7%

富山県

13.1%

その他道

外市町村

5.6%

生 活 資 金

16,976,324 千円

根室市

42.7%

根室振興局管内

36.9%

その他道内

市町村

13.0%

富山県

5.4%

その他道外

市町村

2.1%

総 計

48,425,166 千円

根室市

46.8%

根室振興局管

内

46.9%

その他道内市

町村

5.0%

富山県

1.2%
その他道外市

町村

0.2%

事 業 資 金

31,380,770 千円

根室市

35.1%

根室振興局管

内

18.6%

その他道内市

町村

27.7%

富山県

13.1%

その他道外市

町村

5.6%

生 活 資 金

17,044,396 千円
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※小数点第2位を四捨五入したため、合計が100%にならない場合がある。

法 対 象 者 別 資 金 利 用 状 況 表

令和７年３月31日現在

( 昭和37年度　～  令和６年度 )　

旧漁業権者

20.1%

元居住者

55.9%

生前承継者

21.5%

死後承継者

1.5%
法人

1.0%

貸付人数

22,982 人

旧漁業権者

22.0%

元居住者

37.0%

生前承継者

28.7%

死後承継者

1.6%

法人

10.7%

貸付金額

48,179,594 千円

旧漁業権者

20.1%

元居住者

55.9%

生前承継者

21.5%

死後承継者

1.5%
法人

1.0%

貸付人数

23,117 人

旧漁業権者

22.0%

元居住者

37.0%

生前承継者

28.7%

死後承継者

1.6%

法人

10.7%

貸付金額

48,425,166 千円
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令和６年度　資金調達状況

（１）短期借入金

借　入　先 借入金額（円）

北 洋 銀 行 10,000,000 R06.05.24 ～ R07.03.31

北 海 道 銀 行 10,000,000 R06.05.24 ～ R07.03.31

大 地 み ら い 信 金 10,000,000 R06.05.24 ～ R07.03.31

北 洋 銀 行 10,000,000 R06.11.22 ～ R07.03.31

北 海 道 銀 行 10,000,000 R06.11.22 ～ R07.03.31

大 地 み ら い 信 金 20,000,000 R06.11.22 ～ R07.03.31

道 信 漁 連 10,000,000 R06.11.22 ～ R07.03.31

合　　計 80,000,000

（２）長期借入金

借　入　先 借入金額（円） 備　　考

道 信 漁 連 63,000,000 R06.05.27 ～ R13.05.25 有担保

大 地 み ら い 信 金 63,000,000 R06.05.27 ～ R13.05.26 有担保

北 洋 銀 行 99,900,000 R06.06.25 ～ R13.06.25 有担保

三 菱 UFJ 銀 行 25,000,000 R06.06.25 ～ R13.06.25 有担保

北 洋 銀 行 10,000,000 R07.03.31 ～ R13.12.25 無担保

道 信 漁 連 10,000,000 R07.03.31 ～ R13.11.25 無担保

大 地 み ら い 信 金 20,000,000 R07.03.31 ～ R13.11.25 無担保

北 海 道 銀 行 20,000,000 R07.03.31 ～ R13.11.25 無担保

合　　計 310,900,000

（３）長期借入金の残高状況

借　入　先 期首残高（円） 期末残高（円）

北 洋 銀 行 677,500,000 596,800,000

大 地 み ら い 信 金 531,500,000 462,800,000

道 信 漁 連 433,700,000 383,800,000

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 136,700,000 123,500,000

北 海 道 銀 行 71,200,000 68,800,000

合　　計 1,850,600,000 1,635,700,000

25,000,000 38,200,000

20,000,000 22,400,000

310,900,000 525,800,000

109,900,000 190,600,000

83,000,000 151,700,000

73,000,000 122,900,000

借　入　期　間

当期借入（円） 当期返済（円）

借入利率（％）

1.083

1.083

1.083

1.334

1.334

1.334

1.334

借　入　期　間 借入利率（％）

0.525

0.530

0.525

0.525

2.350

2.350

2.350

2.350
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職員の研修参加状況

No. 受講年月日 研修等名 主催者 開催場所
参加

職員数

1 R6.4.1 新入職員研修 北方領土問題対策協会 北方領土問題対策協会会議室 1人

2 R6.5.21～ プレCYDER 国立研究開発法人 情報通信研究
機構

オンライン 1人

3 R6.6.3 新入職員研修 北方領土問題対策協会 北方領土問題対策協会会議室 1人

3 R6.7.9 CYDER研修 国立研究開発法人 情報通信研究
機構

ナショナルサイバートレーニン
グセンター

1人

4 R6.9.19～
9.20

第２回NISC勉強会 内閣情報セキュリティセンター オンライン 4人

5 R6.9.25 インシデントハンドリング研修 内閣情報セキュリティセンター オンライン 4人

6 R7.2.25～
3.14

コンプライアンス・ハラスメント研修 北方領土問題対策協会 オンライン 39人

7 R7.2.25～
3.14

法人文書管理研修 北方領土問題対策協会 オンライン 39人

8 R7.3.7～
3.31

情報セキュリティ研修 北方領土問題対策協会 オンライン 39人
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